
1 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆事 業 の 概 要 

項目 内容 

①世帯数 301,589 世帯（H25 年度末） 

②児童扶養手当受給者数 2,942 世帯（H25 年度末） 

③開始時期 平成 26 年 4月 1日 

④母子・父子自立支援員 5 人（正規職員・常勤）、月～金、福祉事務所 4人、支援センター1人 

⑤就業支援専門員 1 人（若年嘱託・非常勤）、月～土（月間 16 日勤務）、支援センター 

⑥事業内容 就業相談、ハローワークと連携した就労自立支援、資格取得相談等 

⑦事業実績（Ｈ26 年度） 相談件数：58 件（実件数）、151 件（延件数）、就業した者 10 件 

⑧事業費（Ｈ26 年度） 約 320 万円（人件費、交通費等雑費、チラシ等関連経費） 

※平成 26 年度の事業実績は、1 月末現在 
 
◆事 業 経 緯 

 

杉並区では平成 19 年度から行っている、ひと

り親に対する「自立支援プログラム策定事業」に

従事している自立支援プログラム策定員が、就業

支援専門員を兼務する形で、平成 26 年度から「相

談窓口の強化事業」としてスタートしている。 

 

◆母子・父子自立支援員、就業支援専門員 

 

母子・父子自立支援員は、全て常勤の正規職員、

区の福祉事務所に 4 人、子ども家庭支援センター

に 1 人、合計 5 人配置しているが、このうち、子

ども家庭支援センターの支援員が、就業支援専門

員を兼務している。 

 

◆配置に当たっての工夫 

 

既に子ども家庭支援センターに配置されていた

プログラム策定員が、就業支援専門員と兼務する

ことで、これまでの経験や実績が活かせることが

でき、効果的・効率的な事業実施ができると考え

た。 

就業支援専門員を区役所に隣接する子ども家庭

支援センターに配置することにより、区役所内の

関連部署や、近隣にある就労支援センターとの連

携を図りながら、必要に応じて利用者への同行支

援を行う等、ひとり親に対して、よりきめ細かな

支援ができるようになった。 

また、相談時間については、多くの相談が受け

られるよう、土曜日を含む平日午前８時 30 分か

ら午後 7 時までローテーションで対応を行ってい

る。 

 

◆具 体 的 な 取 組 状 況 

 

従来からの「自立支援プログラムの策定」に加

え、就業支援を一体的に取り組むことにより、相

談事業がより効果的に行えるようになっている。 

離職期間の短い人等、求職活動に直ちに取り組

める人については、マザーズハローワークの担当

者に引き継ぐが、ひとり親になる以前が専業主婦

等就労していなかった人や、離職期間が長い人に

ついては、まず就業支援専門員が職歴や就業につ

いて十分な聞き取りや相談を行い、必要に応じて

◆事業名  ：相談窓口強化事業 
◆東京都杉並区（保健福祉部子育て支援課） 
◆キーワード：『子ども家庭支援センターに就業支援専門員を配置』 
◆事業ポイント 

○自立支援プログラム策定員が就業支援専門員を兼務し、経験を活かした支援を実施。 
○区役所に隣接している「子ども家庭支援センター」に就業支援専門員を配置しているた

め、相談しやすく、庁内の関連部門との連携も取り易い。 
○相談は、平日 19 時まで、土曜日も相談対応しているので、利用者が来やすい体制。 
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職務経歴書の書き方や模擬面接、履歴書の写真の

撮り方等の助言などを行う。 

ひとり親からの母子・父子自立支援員への相談

には、生活に関する悩みや困りごとの相談だけで

なく、今後の生活基盤の確保をどうすれば良いか

という相談も多い。 

 

◆連 携 状 況 
 

[庁内関係部署との連携] 

 

本区では「産業振興センター」に就労支援の担

当部署があり、(公財)東京しごとセンターと共催

で「女性のための再就職セミナー」を年に 1～2

回(参加者 40～50 人)開催し、面接のポイント・

職務経歴書の書き方・就職準備等の内容で実施し

ている。ひとり親単独を対象とした講座ではなく、

関係機関との共催でひとり親にも参加を呼び掛け

ている。セミナーの周知については、広報・ホー

ムページ、区内関係機関及び近隣区へのチラシ配

布、東京都のホームページ掲載等で募集を行って

いる。 

また、ハローワークを併設し、主に３５歳まで

を対象として、就業に向けた準備講座など就業支

援を実施している「杉並区就労支援センター」を

案内することで、身近な場所で求人情報の検索や、

就労に必要な支援につなげている。なお、平成２

７年４月から生活自立支援窓口として「くらしの

サポートステーション」を開設し（運営は社会福

祉協議会に委託）、住居、家計管理、就業等につ

いて連携して支援を図る予定である。 

その他、就業の前段階として子どもを保育園に

預ける必要がある場合には「保育課」、住宅の問

題があれば「住宅課」と連携している。 

 

[地域関係機関との連携] 

マザーズハローワーク（渋谷）の担当者へは、

必要に応じて個別の相談をつないでいる。また、

離職期間が長い人に対しては、東京都ひとり親家

庭支援センター「はあと」で実施している勤務時

間の感覚を取り戻すことを目的とした講座やハロ

ーワーク職業訓練などを案内している。 

 

◆周知活動 
 

主に、区の広報紙やホームページにおいて周知

を行っている。区広報紙には、年に１回特集を組

んでひとり親家庭に対するサービスの紹介を掲載

しているほか、就業支援専門員や母子・父子自立

支援の業務紹介等を年数回掲載している。 

その他、就業支援に特化したチラシや、ひとり

親サービス全般についてのパンフレットを作成し、

子ども家庭支援センターや福祉事務所、保育課や

区民課など、ひとり親が主に利用する窓口で配布

している。 

 

[チラシ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：杉並区 

 

◆支 援 対 象 者 の 把 握 

 

子ども家庭支援センターや福祉事務所での子ど

もや家庭に関しての相談・支援時や、ひとり親が

各種手続き等で窓口に訪れた場合、その他戸籍の

届出や保健センター事業などで訪れた際に支援対

象者を把握した場合に、就業支援専門員につない

でいる。 

 

◆事 業 実 績 

 

平成 26 年度（平成 27 年１月末現在）の相談

件数は、実件数で 58 件、延べ件数で 151 件と

なっており、支援を受けて就業した者は 10 件で

ある。 
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◆当事業への意見や考え方 

 

就業に向けた相談者の中には、生活面や精神面

の悩みや問題を抱えている人も多いため生活支援

や医療など、関係機関との密接な連携のもと、相

談者に寄り添ったきめ細かな支援が必要である。 

また、利用者同士の紹介による相談者も多いこ

とが、当事業の広がりが期待できると考えている。 

 

◆現状の課題と今後の目標 

 

最近は求人が増え、非常勤であれば比較的就職

し易い状況となっていることもあって、職業訓練

や高等職業訓練促進給付金を活用して就職につな

げていく人が減少傾向にある。 

しかし、長期的な生活基盤の安定を考えた場合、

常勤雇用となり安定した収入を得ることは重要で

あり、そのためには資格取得は有効であることか

ら相談者が資格取得を希望していない場合も、資

格取得の提案もしながら就業支援を行っている。 

また、心身に不調を抱えていたり、高等学校卒

業資格が無いなど、就業に向けた阻害要因を抱え

ている人も多い。まずは、こうした阻害要因を除

去できるよう、個々の状況に応じたきめ細かな支

援に取り組んでいく必要がある。 

今後は、この事業をより広く知ってもらえるよ

う、区民や関係機関へのさらなる周知を行い、ひ

とり親の就業支援につなげていきたい。 
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◆相 談 記 録 様 式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：杉並区 

 

◆自立支援計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：杉並区 
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◆杉並区子ども家庭支援センター（パンフレット） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：杉並区 

 

 


